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高島地域 住民自治協議会 だより【No.４】たかしま

７月の予定表

サポートリングたかしま 高島地域住民自治協議会

事 務 所：高島市勝野６７０番地 高島公民館２Ｆ

開 館 日：日・月・火・水・木・金・土 （お休みは予定表をご覧ください）

開館時間：１０時～１３時（相談員が待機しております）
※都合により、当面の間、上記の時間に開館します。

☎：090-2115-9055（お越しの際は、まずはお電話下さい）
メール：takashima.juminzichikyou@gmail.com

相談員

1 金 加藤 幸江

2 土 廣坂 吉憲

3 日 水谷 裕之

4 月 お休み

5 火 お休み

6 水 藪内キヨ子

7 木 山田 善嗣

8 金 横田 久夫

9 土 ビーチバレー講習会 井上 修三

10 日 まちづくり講演会 仁賀 定夫

11 月 お休み

12 火 お休み

13 水 河毛 悦男

14 木 自治協理事会 川島 清治

15 金 清水 良恵

16 土 ビーチバレー大会 林 勝

17 日 中村眞奈美

18 月 お休み（海の日）

19 火 お休み

20 水 加藤 幸江

21 木 竹中 寛

22 金 藪内キヨ子

23 土 水谷 裕之

24 日 廣坂 吉憲

25 月 お休み

26 火 お休み

27 水 山田 善嗣

28 木 横田 久夫

29 金 井上 修三

30 土 林 勝

31 日 河毛 悦男

住民の皆様からの相談に答えられるよう相談員のスキルアップを図
るため、今回は市の「みんなで創るまちづくり交付金」のしくみや申請
方法などについて市職員から説明を受けました。

今後も幅広い分野の相談に答えられるよう勉強会を重ね相談体制の
充実を図っていきたいと考えています。

「サポートリングたかしま」では、区や自治会をはじめ各団体の皆
様が日ごろ活動されていて困っておられること、またどうやって解決し
たらよいか悩んでおられることに気軽に相談できる窓口を開設しました。

地域活動は、それぞれの区や自治会、団体が創意工夫をしながら独
自に取り組みを進めてきましたが、人口や世帯の減少に加え、核家族化
や高齢者のみの世帯などが増えて、今まで当たり前のようにできていた
活動ができなくなりつつあります。

それぞれの区や自治会、団体でできないことは他の地域や団体と連
携していくことも一つの解決方法です。そのような調整役を担うのが
「サポートリングたかしま」です。

「サポートリングたかしま」は、住民の皆様からの相談をお聞きす
るだけでなく、地域で活動されている団体などの情報を積極的に収集す
るとともに、その情報を必要とする方に提供することで、地域間の連携
が生まれ新たなまちづくりに繋がっていくものと考えています。

まずは「サポートリングたかしま」にお越しいただきお話をお聞か
せください。お待ちしています。

協議会役員の勉強会風景
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光り輝く楠が野火に焼かれて琵琶湖上へ

サポートリング たかしま 高島地域住民自治協議会 ☎ 090-2115-9055
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注：近江国長谷寺信仰は、獄山の千日詣でとして毎年7月９日に行われています。

榊自治会紹介
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自然と歴史文化の薫る町
高島町や勝野地区は古くから開け、自然の恵み

や歴史や文化の薫り高い土地として知られていま

す。その勝野地区の「榊地区」は、城下町の成り

立ちの上からも大溝祭りとのかかわりの上でも、

独特の歴史にはぐくまれて今日にいたっています。

当地区は大溝祭りでは特別な役割を担当してき

た旧石垣(現 山の手・石垣)、江戸時代の武家屋敷

地であった郭内、それに新しく発展してきた中野

の４地区からなっており、大字勝野地区において

も他地域と異なり異色の性格を持っております。

（６月 ウォーキング、10月 星空観察、1２月 防

災訓練）と見守り活動4回と行いました。子供会

は夏季親子事業にサップ＊を行いました。

そしてこの度、江戸時代の大溝陣屋唯一の遺構と

して、高島市の指定文化財となっている「総門(惣

門)」が改修工事に着手されることとなりました。

専門家の調査結果に基づいて、総門両側の近代の増

築部分を取り除き、建築時の姿に戻し、塀なども復

元します。

工事完了後は、地域案内の他、大溝の歴史や文化

の価値と魅力を伝える展示等が行われるそうです。

新たな名所として、にぎわいを生んでくれることと

期待しています。 （文章・清水 隆仁）

現在、榊地

域の世帯数は

66戸で子供

会(小学生)は

13名です。

昨年の自治会

事業はわいわ

いタイム３回

参考資料
「創意と工夫の郷づくり事業 “榊の今と昔(小史)” 平成5年

3月1日発行」
＊ サップ：スタンド・アップ・パドルボードの略、サーフボートの

上に立ち、1本のパドルで水面を進むウォータースポーツ


